









































【対象】2014年3月～2015年2月までに大腸癌イレウス（CROSS 0 or 1）で
Niti-S ステントを留置された27例（上行2例、横行5例、下行2例、S 状10例、
直腸8例）
【結果】16例が Bridge to surgery、9例が緩和治療、2例が早期化学療法導
入目的であった。技術的成功率は100％、臨床的成功率（24時間以内の減圧成































































































































ベイランスの内視鏡で、上行結腸に14mm 大の Is 病変あり、EMR 施行した
ところ、carcinoma in adenoma SM（147μm）であった。
【結論】クローン病では、複数回の手術が行われることもあり、術後の検査が
難しい症例も多く、悪性疾患の合併も念頭に置き、注意深いサーベイランスが
必要である。
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